
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分には 

何ができるか 五中だより 
第6号（10月号） 

令和 ７年 10月20日(月) 

調布市立第五中学校 

校長 中谷 愛 

 

 □■ 10月の指導の重点 ■□ 

思いやり・マナー・規範意識を大切にし、 

集団モラルの高い学校を目指す 

１ 思いやりのある優しい気持ちで学校生活を過ごす 

２ 公共のマナー（登下校を含む）を守る 

３ 規範意識を高め正しい判断力を身に付ける 

４ 合唱コンクールを成功させ、生徒に達成感をもたせる 

校長先生のお話

先日、自転車安全教室が行われました。皆さんに分かりやすく伝え
ようと、わざわざ危険なことを実演してくださいました。警察の調査
報告によると、自転車事故は自宅から500メートル以内のところで
起きるのが最も多いのだそうです。理由は、慣れている道ほど運転者
が油断しているからとのこと。今、少しずつ日の暮れる時刻が早まっ
ていて、夏日よりも見えにくくなっている時があると思います。皆さ
んもどうぞ気を付けて過ごしてください。 
  
話題を変えますが、9月には三年生の修学旅行の引率で、奈良と京

都に行ってきました。帰って来てからは、司馬遼太郎の「街道をゆく」
を思いだし、さまざま見てきた街並みの記憶とともに読みました。著
者独自の視点で地域の歴史や地理、人物を考察していて面白い本で
す。 
 例えば奈良に鹿がたくさんいるのは皆さんもご存知ですね。ただ、
鹿の中にもそれぞれの縄張りと生息するエリアがあるそうで、東大寺
境内の大仏池にいる鹿グループは、水浴びをするのだそうです。今回
遭遇できず残念でした。 
 
 そして、もう一つ、読んでいてあらためて考えさせられたのは、「お
陰」という言葉です。今日は「お陰」の話です。 
「お陰」とは、他者からの力添えなどによって、物事が良い結果にな
ったことを指す言葉です。もともとは、神仏の加護や恩恵を指す言葉
でした。近江商人が、丁寧な言葉遣いで京や大阪、江戸への商いをし
たことで経済発展とともに全国に広まりました。 
 
 修学旅行から帰ってきた五中生の一人が、三日間の感想として、「お
陰さまで楽しく過ごしました」と言ってくれました。三年生は五中で
の二年半の学びの成果がこの三日間の過ごし方に表れていました。特
に、各班で各班員がそれぞれの仕事を正確に行っているとき、参加し
ている全員の安心感と楽しく過ごせる時間・空間を生み出しました。 
 
 「お陰」という言葉からは、周りへの感謝と共に喜びを分かち合え
る感覚があると思います。二年生は、職場体験で事業先の方々 にお世
話になるとともに、頑張って働きましたね。終わる時に、きっとねぎ
らいの言葉をいただいたのではないでしょうか。一年生は、先日、来
日している留学生から、お話を聞く機会がありましたね。留学生から、
日本に来てよかったことなどを聞かせていただいたのではないでし
ょうか。 
また、10月4日(土)には、PTA と地域の有志の方々 による合同

美化活動がありました。一，二年生もお手伝いとして参加し、水まわ
りなどをとたいへんきれいにしてくれました。 
 人と関わり、一緒に活動するとき、この「お陰」の気持ち、を育ん
でほしい、と思っています。 
 
全校生徒の皆さんは、今、合唱コンクールに向けて準備をしていま

す。合唱は一人では完成できません。皆の力が集まって初めて成り立
ちます。ぜひ、クラスの仲間に対する「お陰」の気持ちを集めて臨ん
でください。          （10月6日 全校朝礼にて） 

【  御 蔭  ～おかげ～  】 

９月９日から 11 日までの三日間、地域の事業所
のご協力をいただき、２年生が職場体験学習を行い
ました。今年度は、先生方の調整により新たに複数
の事業所が加わり、生徒の希望に沿った多様な体験
が実現しました。 
 初日は緊張していた生徒たちも、次第に自分から
声をかけ、任された仕事に真剣に取り組む姿が見ら
れました。体験後には「大変だったけど、やりがい
を感じたし、社会の常識が身についた」「夢や働くこ
とを考えられたから良い体験になった」「人を思い
やる大切さを学んだ」など、前向きな感想が多く聞
かれました。 
 事業所の方々 からも、「慣れない場所で、明るい挨
拶や明確な受け答えができることに感心しまし
た」「教わったことを実践しようと努力していた」と
高い評価をいただきました。今回の経験を通して、
生徒たちは“働くこと”の意味や“人と関わる喜び”
を実感したようです。 
 この体験を今後の進路学習につなげ、自分の将来
を主体的に描けるよう支援していきます。ご協力く
ださった地域の皆様に心より感謝申し上げます。   

職場体験を終えて 

進路指導主任 関根賢之 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪学校住所・電話番号 ≫ 
〒182-0035 調布市上石原３丁目２７番地１ 
電話  042（484）1311      
ホームページURL               

https://www.chofu-schools.jp/chofu5/ 

 

 

 

 

9月26日(金)に、全学年を対象
に自転車安全利用教室を実施しま
した。スタントマンによる迫力あ
る交通事故の実演を見学し、自転
車の使用方法や交通事故に関する
意識を高める機会となりました。 

9月18日(木)、後期生徒会の
新しいメンバーを決めるため、立
会演説会がありました。立候補
者、応援演説者とも立派な姿で、
演説を行いました。生徒たちも真
剣に話を聴き、その後、厳正に投
票が行われました。 

1学年は、9月22日(月)、国際
的な視野を身に付けることを目的
として、留学生を招いた講義を行
いました。留学生の母国の人々の
生活や文化、留学の動機、将来の夢
などを伺うことができました。 

10 月8 日(水)に
第5回学校運営協議
会を開催しました。 

CS 通信 

まず中谷校長より３年修学旅行、２年職場体験、自転車安
全利用教室など、２学期の行事の様子が話されました。 
次に、この日協議会前に行われた校内研修の研究授業（１

年技術）と研究協議会について、参観した委員から感想が共
有されました。授業の振り返りシートの提出が、１人１台の
タブレットを使ってデジタルで行われている点などが話題
になりました。 
最後に、地域学校協働本部から、夏休みに行われた五中未

来塾主催の夏季学習会や、放課後学習教室、合同美化、英検
の監督補佐や2次試験対策などの報告がありました。 
この他、部活動の地域移行や、2学期の中間テストから五

中で一部試験的に導入を始めたデジタル採点機能(リアテ
ンダント)についても話題に上がりました。 

『時を越えて
“僕らでつなぐ音色”』

２年曲紹介 

10月15日(水)、秋が深まり涼しさを感じる中、調布市
グリーンホール大ホールにて合唱コンクールを開催しまし
た。（★最優秀賞、☆優秀賞、◎優良賞） 

1学年合唱 COSMOS 
A組 HEIWAの鐘 

☆B組 マイバラード 
★C組 空駆ける天馬 

D組 この星に生まれて 
Ｅ組 行き先 
Ｆ組 変わらないもの 

◎Ｇ組 怪獣のバラード 

２学年合唱 ふるさと 
Ａ組 YELL 
Ｂ組 手紙～拝啓十五の君へ～ 

◎Ｃ組 ほらね、 
Ｄ組 Gift’s 

★Ｅ組 ヒカリ 
☆Ｆ組 この地球のどこかで 

３学年合唱 あなたへ 
Ａ組 友～旅立ちの時～ 

★Ｂ組 証 
Ｃ組 道 
Ｄ組 名づけられた葉 
Ｅ組 Replay 

☆Ｆ組 信じる 
◎Ｇ組 はじまり 


